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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、双晶誘起塑性鋼の一つである高マンガンオーステナイト鋼の塑性変形  
機構とその粒径および結晶方位依存性を、先端透過電子顕微鏡法を用いた結晶欠陥 
の直接観察から明らかにしたもので、金属工学の発展に寄与するところが大きい。よ 
って、本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める。 
 
 


